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2 .大 阪 湾 の 水 質
2 .  1 大 阪 湾 の 水 質 の 変 遷
1) COD 、 T-N 、 T-P
大 阪 湾 で は 図 2.1-1 に 示 す と お り 、 C O D 、 T - N 、 T - P の 環 境 基 準 の 類 型 指 定 が な
さ れ て い る 。 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 13) か ら 、 類 型 別 の C O D 、 T - N 、 T - P の 経 年
変 化 ( 上 層 ) を 図 2.1-2 に 示 す 。
大 阪 湾 の 水 質 は 、 下 水 道 の 普 及 や 工 場 ・ 事 業 場 の 排 水 対 策 な ど に よ っ て 、 岸 に 近
い C 海 域 や IV 海 域 で 改 善 傾 向 が 見 ら れ る 。 沖 合 の A 海 域 や H 海 域 で は 、 ほ ぼ 横 ば







. 大 阪 府 測 定 点
a 兵 庫 県 測 定 点
備 考 A 、 B 、 C 海 域 ( 実 線 ) は C O D に 係 る 類 型 区 分
口 、 1 、 IV 海 域 ( 彼 線 ) は T - N 、 T - P に 係 る 類 型 区 分
出 典 ) 大 阪 府 ( 2 0 0 2 ) ・ 大 阪 府 環 境 白 書 12) よ り 転 載
図 2.1-1 大 阪 湾 に お け る 類 型 区 分 及 び 公 共 用 水 域 水 質 調 査 測 定 点
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全 窒 素 全 燐
型
(p H )  
( C u D )  




A  水 産 1 級 7 .8 
2 m g江 J
7 .5  




以 上 以 下
m g ι  M P N I  
れ な い
お よ び 日 以 下 の 欄
m glL m glL 
自 然 環 境 保 全
8 .3 
以 上
1 0 0 m L  
こ と
に 掲 げ る も の
以 下 以 下
お よ び B 以 下 の 欄
以 下
以 下
( 水 産 2 種 お よ び
に 掲 げ る も の
3 種 を 除 く 。 )
日
水 産 1 積
0 .3 0.03 
7.k 
浴
m g ι  
m g札
お よ び 皿 以 下 の 欄
以 下 以 下
に 掲 げ る も の
( 水 産 2 種 お よ び
3 種 を 除 く 。 )
B  水 産 2 級 7.8 
3m g ι  5 m g /L  
検 出 さ
町
水 産 2 種
0 .6  0. 5  
工 業 用 水
以 上
以 下 以 上
れ な い
お よ び W の 欄 に 掲
m g ι  m g ι  
お よ び C 以 下 の 欄
8.3 
こ と
げ る も の
以 下 以 下
に 掲 げ る も の
以 下
(水 産 3 積 を 除 く 。 )
lV 水 産 3 種
l m g江 J
0.09 
」 二 業 用 水
以 下
m glL 
生 物 生 息 環 境 保 全
以 下
C  環 境 保 全 7 .0  8 m g ι  






備 考 備 考
1 . 基 準 値 は 、 日 間 平 均 値 と す る 。
1  基 準 値 は 、 年 間 平 均 値 と す る 。
2. 水 産 1 級 の う ち 、 生 食 用 原 料 カ キ の 養 殖 の 利 水 点 に つ い て は 、 大 腸 菌 群 2. 水 域 類 型 の 指 定 は 、 海 洋 植 物 プ ラ ン ク
数 7 0 M P N / 1 0 0 m L以 下 と す る 。 ト ン の 著 し い 増 殖 を 生 ず る 恐 れ が あ る
海 域 に つ い て 行 う も の と す る 。
注 )
1  自 然 環 境 保 全 ・ 自 然 探 勝 等 の 環 境 保 全 1  . 自 然 環 境 保 全 ・ 自 然 探 勝 等 の 環 境 保 全
2. 水 産 1 級 。 マ ダ イ 、 ブ リ 、 ワ カ メ 等 の 水 崖 生 物 用 お よ び 水 産 2 級 の 水 産 2  水 産 1 種 ; 底 生 魚 介 類 を 含 め 多 織 な 水 産
生 物 用
生 物 が バ ラ ン ス 良 く 、 か つ、
水 産 2 級 ・ ボ ラ 、 ノ リ 等 の 水 産 生 物 用
安 定 し て 漁 獲 さ れ る
水 産 2 種 ー 部 の 底 生 魚 介 類 を 除 き 、 魚
3 . 環 境 保 全 ・ 国 民 の H 常 生 活 ( 沿 岸 の 遊 歩 等 を 含 む 。 ) に お い て 不 快 感 を 生
類 を 中 心 と し た 水 産 生 物 が
じ な い 限 度
多 獲 さ れ る
水 産 3 稀 : ・ 汚 濁 lこ 強 し 、 特 定 の 水 産 生 物 が
主 に 漁 獲 さ れ る
3. 生 物 生 息 環 境 保 全 : 年 聞 を 通 じ て 底 生 生
物 が 生 息 で き る 限 度
出 典 ) 環 境 庁 告 示 第 59 号 ( 昭 和 46 年 12 月 28~) 
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2) 0 0  
大 阪 湾 で は 、 夏 季 に 底 層 水 の 0 0 ( 溶 存 酸 素 ) が 低 下 し 、 貧 酸 素 水 塊 が 形 成 さ れ
る 。 藤 原 ら (2004) 14 ) よ り 、 大 阪 湾 の 東 部 海 域 に お け る 、 8 月 の 底 層 0 0 の 経 年 変
化 ( 大 阪 府 立 水 産 試 験 場 の 浅 海 定 線 調 査 デ ー タ ) を 図 2.1-3 に 示 す 。
東 部 大 阪 湾 の 8 月 の 底 層 0 0 は、 3 m g/L を 超 え る こ と は な く 、 毎 年 貧 酸 素 状 態 と
な っ て い る 。 年 ご と の 変 動 は 大 き い が 、 長 期 的 に 見 る と 0 0 は 上 昇 傾 向 で あ り 、 汚
濁 負 荷 量 削 減 等 の 水 質 改 善 努 力 が 成 果 を あ げ て い る と 考 え ら れ る ( 藤 原 ら 、 2 0 0 4 )
11) 。 さ ら に 、 藤 原 ら (2004) 14) は 、 エ ス チ ュ ア リ ー 循 環 流 が 大 き い 年 に 0 0 が 高 い こ
と か ら 、 エ ス チ ュ ア リ ー 循 環 流 が 強 く な る と 、 下 層 へ の 酸 素 供 給 量 が 増 大 し て 、











1 9 7 0  
2 0 0 5  2 0 0 0  1 9 9 5  
1 9 9 0  1 9 8 5  1 9 8 0  
出 典 ) 藤 原 ら (2004) lil よ り 転 載
1 9 7 5  




大 阪 湾 に お け る 赤 潮 の 発 生 件 数 を 図 2 .1-4 に 示 す 。
大 阪 湾 に お け る 赤 潮 発 生 件 数 は 、 1970 年 代 中 頃 に 極 大 値 を 示 し 、 そ の 後 減 少 傾
向 が 見 ら れ 、 汚 濁 負 荷 量 削 減 等 の 水 質 改 善 努 力 が 成 果 を あ げ て い る と 考 え ら れ る 。
し か し な が ら 、 現 在 で も 年 間 2 0 件 程 度 は 発 生 し て い る 。









図 発 生 延 件 数
-一昨tO lB :U~J  
~ C ' J  c ' コ 寸 < uコ に D t - 0 0 σ )  Cコ~ C ' J  c ' ) 寸 < L口 に D ~、ロコ σ， cコ....; C ' J  c ' コ 寸 < L{)に D t - 0 0 σ ，  0  - 吋 C ' J
t-t-~、- t - ~、- t - t - 、 t - t - cxコ 臼 コ 00 ロ:J 00 日コ 00 ロ コ 日 コ 0 0 σ 3 σ コ σ 、σ 3 σ 3 σ 3 σ l c n σ 3 σ ' O Cコ Cコ
σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ コ σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 、σ 3 σ 3 σ ) u'l σ 、σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ コ σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ ' O Cコ ζ コ
~~~~~~~~~~~~~~~~~____________NNN 
年
出 典 ) 水 産 庁 瀬 戸 内 海 漁 業 調 整 事 務 所 ( 1 971~2002) : 瀬 戸 内 海 の 赤 潮 15) よ り 作 成
図 2 .1- 4
大 阪 湾 に お け る 赤 潮 発 生 件 数 の 推 移
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2. 2 現 在 の 水 質 汚 濁 域 の 分 布
大 阪 湾 に お け る 夏 季 ( 1 9 9 8 年 ""'2 0 0 0 年、 6'"'-'8 月 平 均 ) の 上 層 c o o、 底 層 0 0 の
水 平 分 布 を 図 2.2-1 に 示 す 。
夏 季 の 上 層 c o o は 、 湾 奥 部 で 平 均 値 が 5 m g/ L を 超 過 し て お り 、 そ の 表 面 積 は 湾
全 体 の 約 10 % を 占 め て い る 。
ま た 、 夏 季 の 底 層 0 0 は 、 湾 東 部 の 海 岸 線 沿 い の 水 域 と 淀 川 河 口 で 3 m g / L を 下 回
り 、 水 深 2 0 m 以 浅 の 海 域 は ほ ぼ 5 m g / し を 下 回 っ て い る 。
底 層 0 0 が 3 m g/ L を 満 た さ な い 海 域 の 表 面 積 は 湾 全 体 の 約 1 0 % を、 5 m g / L を 満 た
さ な い 海 域 の 表 面 積 は 湾 全 体 の 約 3 0 % を 占 め て い る 。
内 湾 の 代 表 的 な 水 生 生 物 と 溶 存 酸 素 量 の 関 係 に つ い て 表 2.2-1 に 示 す 。 い く つ か
の 種 で は 4 m L / L { 約 5 .6m g/ U 以 下 で も 生 息 に 何 ら か の 影 響 が み ら れ 、 2 m L / L { 約
2 .9 m g / U 以 下 に な る と 、 ほ と ん ど の 種 で 影 響 が 認 め ら れ る 。 こ の こ と か ら 、 内 湾 生
物 の 牛 . 息 環 境 と し て は 、 0 0 が 5 m g/ L 以 t で あ る こ と が 望 ま し く 、 最 悪 で も 3 m g / L
以 上 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
?
出 典 ) 大 阪 湾 再 生 推 進 会 議 (2 0 0 4 ) ・ 大 阪 湾 再 生 行 動 計 画 ( 説 明 資 料 ) 16) よ り 一 部 改 変
図 2 .2 - 1 夏 季 に お け る ( 京 ) 1:.層 c o o、 ( 右 ) 下 層 0 0 の 分 布
(1 9 9 8 '"-' 2 0 0 0 年、 6 '"'-'8 月 平 均 )
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ク ロ ダ イ ( 稚 魚 ) ※
「 一
魚
カ タ ク チ イ ワ シ ※
「
一 仁 二 二
サ パ ※
亡 採 餌 率 減 少
類 ハ マ チ ※ じ 採 餌 率 急 激 な 減 少
ボ ラ ※
仁 採 餌 率 減 少
ス ジ ハ ゼ 、 ※
「
」 一 一 一
カ ワ ハ ギ ※
「 一 ー l
L ー ー 一
マ ガ キ ( 成 員 ) ※
「
貝 ア カ ガ イ (成 貝 ) ※
ホ タ テ ガ イ ( 稚 ・ 成 貝 ) ※
類
ア コ ヤ ガ イ ( 産 卵 期 ) ※
「 |
ハ マ グ 、 リ ( 成 貝 ) ※
「
」一一
チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リ ( 成 貝 ) ※
ヤ マ ト シ ジ ミ ( 成 貝 ) ※
=  = [ 二 二 二
パ イ ※
「
ホ ト ト ギ ス
「
」一
ゴ イ サ キ ガ イ
「
イ ヨ ス ダ レ
「
L  _  _ _  
チ ヨ ノ ハ ナ ガ イ
「
し
キ セ ワ タ
「 一一一




ホ ッ カ イ エ ビ ( 成 体 ) ※
の シ ャ コ ※
「一一ー
し一一
他 ガ ザ ミ ( 幼 生 ) ※
「
イ シ ガ ニ ※
「 一 一 一 一
し一一
パ フ ン ウ ニ ( 成 体 ) ※
サ ン シ ョ ウ ウ ニ ※
「 ー晶
ス ナ ヒ ト デ
「 一 』
」一一
マ ダ コ ( 成 体 ) ※
ゴ カ イ
「
イ ソ ゴ カ イ
「
凡 例 1 - - - - 致 死 限 界 値
仁 二 二 影 響 発 生 限 界 値
注 1 ) 1n f . J L = 約 1.41弔 fL
注 2 ) 文 献 番 号 1. 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 ( 1 9 8 1 ) : 水 産 生 物 生 態 資 料 集
2. 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 ( 1 9 7 8 ) : 沿 岸 漁 業 設 備 開 発 事 業 構 造 物 設 計 指 針
3.石 尾 (1兜 2)
4 環 境 庁 ( 1 9 7 8) : 環 境 影 響 評 価 技 術 資 料 集
5 .日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 ( 1 9 8 3) : 水 産 生 物 生 態 資 料 集 ( 続 )
注 3 ) ※ : 水 産 生 物
































2. 3 大 阪 湾 の 水 質 汚 濁 の 特 性
1 ) 内 部 生 産
大 阪 湾 の 水 質 汚 濁 の 要 因 と し て 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン に よ る 内 部 生 産 が あ げ ら れ
る 。 大 阪 湾 の C O D に 占 め る 内 部 生 産 起 源 の 割 合 は 、 40----60% と 報 告 さ れ て い る 18 ) 。
大 阪 湾 の 汚 濁 特 性 の 状 況 を 把 握 す る た め 、 塩 分 と C O D 、 T - N 、 T - P の Mixing
D i a g r a m を 作 成 し た 。 塩 分 、 水 質 デ ー タ は 、 大 阪 府 の 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 19) か
ら、 1999----2001 年 の 夏 季 (6----8 月 ) の 上 層 の 値 を 用 い た 。 調 査 地 点 は 図 2 .3 - 1 に
示 す 通 り で あ り 、 こ の う ち 、 底 質 の 測 定 の み で あ る 0 - 7 、 大 阪 湾 南 部 の 港 内 で あ る
C-7----C-9 を 除 く 地 点 の デ ー タ を 用 い て い る 。 河 川 側 の 代 表 値 は 、 塩 分 は O と し 、
C O D 、 T - N 、 T - P は 後 述 す る 淀 川 、 大 和 川 、 大 津 川 、 石 津 川 、 神 崎 川 の 流 入 負 荷
量 を 河 川 流 量 で 除 し た も の を 用 い た 。 海 側 の 代 表 値 は 、 A-ll の 1999----2001 年 の 夏
季 (6- - 8 月 ) に お け る 最 大 塩 分 な ら び に 最 大 塩 分 測 定 時 の C O D 、 T - N 、 T - P の
値 を 用 い た 。 結 果 を 図 2 .3 - 2 に 示 す 。
C O D は 、 理 論 希 釈 線 よ り も 上 側 に 多 く 位 置 し て お り 、 内 部 生 産 に よ る 寄 与 が 大
き い こ と が 考 え ら れ る 。 内 部 生 産 に よ る 寄 与 が 大 き い こ と は 、 C O D の 流 入 負 荷 削
減 だ け で は な く 、 窒 素 ・ リ ン 等 の 栄 養 塩 類 の 流 入 負 荷 削 減 も 大 阪 湾 の 水 質 改 善
( C O D の 削 減 ) に と っ て 重 要 で あ る こ と を 意 味 し て い る 。 た だ し 、 河 川 |側 の 代 表 値
を 求 め る 際 に 、 工 場 ・ 事 業 場 等 の 河 川 経 由 以 外 の 汚 濁 負 荷 を 考 慮 し て い な い た め 、
過 小 評 価 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。
"“ ，.t) 
〆- H
f- l!1$" 10 ・
F. ~lS. 2i) 
伝 ~35. 初
出 典 ) 大 阪 府 (200 1) 大 阪 府 域 河 川 等 水 質 調 査 結 果 報 告 書 19 ) よ り 転 載
図 2.3-1 大 阪 府 公 共 用 水 域 水 質 調 査 地 点
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出 典 ) 大 阪 府 (2 001 -200 3) : 大 阪 府 域 河 川 等 水 質 調 査 結 果 報 告 書 19) よ り 作 成
図 2 .3- 2 Mixing Diagram (1 9 9'"'-'2 001 年 、 6'"'-'8 月 、 上 層 )
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